
小学校 1 年生から 
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放課後等デイサービス GRIP キッズ静岡校 

GRIP キッズ静岡校 

ホームページ 
以下の QR コードを読み取ってください 

または 

gripkids-shizuoka.com 

〒420-0839 

静岡市葵区鷹匠 3-18-20 古永家ビル 3 階 

℡054-247-1050 



合同会社 Webcila グループ 
[代表]生井和彦 

[代表番号]054-247-0999   [E メール]webcila.namai@gmail.com 
                                                                       せ い    せ い 

                                            
療育・学習支援                                   中学受験・高校受験・大学受験・少人数制の個別指導・プログラミング 

(小学校 1 年生から高校 3 年生まで)                                          (小学校 1 年生から高校 3 年生まで) 

 

 
学習に困難さがあるお子さまへの学習支援・プログラミング                      凸育支援塾 Grip は「わせがく高等学校」の提携認定校です 

(小学校 1 年生から中学校 3 年生まで)                                        (高校 1 年生から高校 3 年生まで) 

 

 

 

 

 

小中学校への通学に困難さを感じるお子さまへの学習支援・プログラミング 

                          (小学校 1 年生から中学校 3 年生まで) 

「たのがく・たのがっこう」のご案内 

※右側の QR コードを読み取ってください 
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                                                                                   連携 

                                                                            編入可                            

連携 
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(療育・学習支援) 

 

静岡教室 

(学習支援・学習療育) 

小学生・中学生 

(学習指導・受験対策) 

小学生・中学生・高校生 

 

清水教室 

(学習支援・学習療育) 

小学生・中学生 

 

 

(不登校対応) 

小学生・中学生 

  

私立高校 

公立高校 

通信制高校 

大学推薦・就職支援など 

合同会社 Webcila グループによる「療育」・「学習支援」システム 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

厚生労働省認可の放課後等デイサービスでは、社会生活を送るうえで必要な「人と関わりながら、社会で生きていくためのスキル」を身につけ

るために、SST(ソーシャル・スキル・トレーニング)を実施しています。 

弊社が運営する「放課後等デイサービス GRIP キッズ静岡校」では、SST を実施するだけにとどまらず、学習塾運営のノウハウを活かした学習

支援にも取り組んでおります。 

 

最近では「大人の発達障害」という言葉が広く知られるようになり、発達障害に対する世間一般の認知度が以前よりは高まりました。しかしな

がら、未だ決して十分に理解・対応・支援がされている状況とは言えません。 

また、発達障害の一例として「学習障害」も知られていますが、小学生・中学生の学習障害に対する理解・対応・支援も、まだまだ不十分な状

況であると感じられます。 

このような状況を少しでも改善したいと考え、「学習塾運営のノウハウ」と「放課後等デイサービス運営のノウハウ」を融合し、「楽しく学ぶこ

と」をモットーとした「放課後等デイサービス GRIP キッズ静岡校」を開設いたしました。 

私どもの支援が、子どもさんのより良い未来へと繋がるよう努めてまいります。 

合同会社 Webcila 

代表 生井和彦 

 

 

 

 

 

いま学習している内容が理解できないからといって、単純に問題の難易度を下げて指導をするだけでは、何の解決にもなりません。学習を進め

る際の障壁となっている要因が、「見る・読む・聞く・書く・話す・考える」のどこにあるのか、それとも「その他の障壁」が要因となっている

のかを支援者が理解・把握・支援していくことで、子どもさん自身に「できた！」・「自分はできるんだ！」という感覚を繰り返し体験させ、褒

めて認めていくことにより、子どもさんの自己肯定感を高めていきます。 

 

ご挨拶 

GRIP キッズ静岡校の学習支援に対する考え 



 

 

 

 

1.学習支援 
まずはじっくりと時間をかけて、子どもさんの学習状況や特性・傾向などを把握します。そして、保護者様との面接や子どもさんのご様子など

をもとに、GRIP キッズの指導員と児童発達支援管理責任者が「学習面や個々の特性への支援の方向性」を話し合い、子どもさんの学力や特性に

合わせて、学習支援で使用する教材を選定します。(保護者様との合意により、学校からの宿題への取り組みが中心となる場合もございます) 

また、学習支援をする際には、少しずつ「できること」を増やして成功体験を繰り返し経験させることにより、「学習に対する自信

を高めることができる」・「自己肯定感を高めることができる」ように支援をしていきます。 

 

2.うんどうプログラム 
「連鎖運動・物をつかむ時の力加減・物との距離感・物の動きの予測」などにおける、子どもさんの運動能力に応じた様々な「うんどう療育(ア

クティビティーシート)」を用意し、運動能力の向上を図っていきます。 

 

3.日常生活トレーニング(SST) 
社会で生きていくうえで必要な技術を取得するために、「ゲーム・ディスカッション・ディベート・ロールプレイ」などの様々な「SST アクテ

ィビティーシート」を活用し、楽しみながら社会性を身につけることができるよう療育をしていきます。 

 

4.特別プログラム 
日本速脳速読システムの「速読」を定期的に実施したり、「野外活動」・「理科実験」などの特別プログラムを長期休暇中に実施したりすることに

より、子どもさんに様々な体験をさせていきます。 

 

GRIP キッズの療育(4 つの柱)について 



 

 

 

 

GRIP キッズでは、基本とする療育として「学習支援」・「うんどうプログラム」・「日常生活トレ

ーニング(SST)」の 3 つに分け、特に「うんどうプログラム」・「日常生活トレーニング」におい

ては多くの「アクティビティーシート」を用意することにより、日々、「変化に富んだ療育」・「子

どもさんが飽きることのない療育」の提供をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GRIP キッズの療育(療育の見える化) 

子どもさんが… 

「毎日どのように過ごしているのか」・「子どもさんは何ができるようになったのか」・「今ど

んな困難に直面しているのか」・「現在の学習状況はどうなっているのか」など、保護者様の

お悩みは尽きないことと思います。 

GRIP キッズでは、「その日に取り組んだアクティビティーシートの持ち帰り」・「保護者様へ

の定期的な学習状況のご報告」を通して、見える療育に取り組んでまいります!! 



 

 

 

 

一人ひとりのお子さんに寄り添った学習支援!! 
「できないことの克服」よりも「できること」を伸ばそう！！ 

子どもさんの気持ちに寄り添いながら、学力・習熟度に合わせて学習支援をしていきます。 

※子どもさんが無理なく頑張れる範囲内で、「できないことの克服」にも取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「教えてもらってわかった」だけではなく、自分で考えて「できた!」を体験できる学習支援に 

取り組んでいます!! 

1.学習支援 

子どもさんが使用する主教材として、文部科学省が定める学習指導要領に則った「教科書完

全準拠教材」を採用するだけでなく、弱点単元をサポートするための副教材として「あいき

ゃん(進級式・無学年教材)」などを採用しています。※主教材・副教材を使用しない場合もございます 

誰にでもぴったりの教材など存在しない…だからこそ「子どもの可能性」を見逃さない、多

くの引き出しがある教材が必要不可欠となるのです。その他にも、どの子どもさんに対して

も適切な学習支援ができるよう、様々な独自の支援教材をご用意しております。 



 

 

 

 

全ての運動療育にアクティビティーシートを用意!! 

「運動能力の向上」を目指し、遊びを取り入れた動き(アクティビティー)の中で「連鎖運動・連

動性・力加減」などを感覚的に学んでいきます。 

[うんどうプログラムの一例] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.うんどうプログラム 

 



 

 

 

 

社会の中で生きていくうえで必要な技術を 

様々な体験を通して学んでいきます!! 

日常生活を送るために必要な、「コミュニケーション能力」・「状況判断」・「危険予知」などの向上

を目指し、アクティビティーシートを活用して学ぶだけではなく、ロールプレイや実際の活動な

どを通して、社会性を身につけていきます。 

[日常生活トレーニングの一例] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.日常生活トレーニング(SST) 

 



 

  

 

 

Webを介する速読講座を受講することで… 

読解力・記憶力・注意力・想像力・集中力を鍛えます!! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.特別プログラム① 

 

楽しみながら読書速度をアップさせるだけでなく、読書速度の向上が文章の理解力向上をサポートします。 

「記憶力」・「想像力」などの能力を向上させながら、子どもさんの隠れた能力開発(潜在能力開発)を目指します。 



 

 

 

 

 

長期休暇を利用して、「理科実験」・「野外活動」などの特別プログラムを実施することにより、

「なぜそうなるのだろう？」という「子どもさんの好奇心」を育んだり、なかなか体験すること

のできない様々な経験を通して心身の成長を促したりします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.特別プログラム② 
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